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電気理論 

第１章 電気回路の基礎 

（１）次の接頭語の表の Ａ  から  Ｄ に入る正しい組み合わせを選びなさい。 

（電気理論ｐ357） 

乗数 接頭語の記号 接頭語の名称 

  Ａ   Ｇ ギガ 

10−6   Ｂ     Ｃ   

10−9 ｎ   Ｄ   

 

 Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ     

ア 109 Ｍ ミリ ギガ 

イ 109 μ マイクロ ナノ 

ウ 1012 Ｍ マイクロ テラ 

エ 1012 ｍ ミリ ナノ 

 

（２）電気回路において、「電流は電圧に比例し、抵抗に反比例する」と定義される法則を何というか。 

（電気理論ｐ6） 

  ア ジュールの法則      イ クーロンの法則 

ウ オームの法則       エ レンツの法則 

 

（３）30[𝑘𝛺]の抵抗器に、次の𝑉𝑎、𝑉𝑏及び𝑉𝑐[𝑉]の電圧を加えたとき、抵抗器に流れる電流の𝐼𝑎、𝐼𝑏及び

𝐼𝑐[𝐴]の値として正しい組み合わせを選びなさい。 

     𝑉𝑎 = 180[𝑉]    𝑉𝑏 = 60[𝑉]     𝑉𝑐 = 30[𝑚𝑉]            （電気理論ｐ6） 

         

ア 𝐼𝑎 = 6[𝑚𝐴] 𝐼𝑏 = 2[𝑚𝐴] 𝐼𝑐 = 1[𝜇𝐴] 

イ 𝐼𝑎 = 6[𝑚𝐴] 𝐼𝑏 = 2[𝑚𝐴] 𝐼𝑐 = 1[𝜇𝐴] 

ウ 𝐼𝑎 = 60[𝑚𝐴] 𝐼𝑏 = 20[𝐴] 𝐼𝑐 = 1.5[𝑚𝐴] 

エ 𝐼𝑎 = 60[𝑚𝐴] 𝐼𝑏 = 20[𝐴] 𝐼𝑐 = 1.5[𝜇𝐴] 

 

（４）次の回路の合成抵抗を求めなさい。 

（電気理論ｐ7） 

 

  ア 1.25[kΩ]  イ 12.5[kΩ]  ウ 13.5[kΩ]  エ 14[kΩ] 

 

（５）電気回路において、「回路網の任意の接続点に流入する電流の代数和は零である」と定義される法

則を何というか。 

（電気理論ｐ16） 

  ア レンツの法則       イ キルヒホッフの第１法則 

ウ クーロンの法則      エ キルヒホッフの第２法則 

1000[Ω] 

1000[Ω] 

12[𝑘Ω] 
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（６）帯電体を接地すると、その電位を大地の電位と等しい零に保つことができるので、帯電体に触れ 

ても感電しない。電気機器の外枠や避雷針などを接地するのはこのためで、太い導線をつないだ銅 

板や金属棒を地中に埋設し、これらと大地との間にできる抵抗を何というか。 

（電気理論ｐ25） 

  ア 漏れ電流     イ 接触抵抗   ウ 絶縁抵抗    エ 接地抵抗 

 

（７）消費電力400[Ｗ]の電熱器を、１時間 20分使用した時の発熱量を求めなさい。 

（電気理論ｐ26） 

  ア 960[𝑘𝐽]   イ 1920[𝑘𝐽]   ウ 2400[𝑘𝐽]    エ 2700[𝑘𝐽] 

 

（８）抵抗Ｒ[𝛺]に電圧Ｖ[Ｖ]を加えると、電流Ｉ[𝐴]が流れ、電力Ｐ[Ｗ]の電力が消費される場合、抵抗

Ｒ[𝛺]とを示す式として、誤っているものを選びなさい。 

（電気理論ｐ27） 

  ア Ｖ／Ｉ    イ Ｐ／Ｉ２    ウ Ｖ２／Ｐ    エ ＰＩ／Ｖ 

 

（９）二種の金属の接合部を熱すると起電力が生じたり、逆にこの接合部に電流を流すと、電流の方向

によって発熱したり、冷却したりする現象が起こる。この現象を何というか。 

（電気理論ｐ30） 

  ア 圧電効果  イ 光電効果  ウ 逆圧電効果  エ 熱電効果 

 

 

（10）二種類の金属の温度を一定に保ち、接合部を通して電流を流すと、接合部でジュール熱以外の熱

の発生または吸収が起こる。この現象を何というか。 

（電気理論ｐ31） 

  ア ペルチエ効果  イ ゼーベック効果 ウ トムソン効果  エ ホール効果 

 

（11）弧度法
𝜋

4
[𝑟𝑎𝑑]を角度で表すと何[°]になるか。 

（電気理論ｐ35） 

  ア 30[°]  イ 45[°]  ウ 60[°]  エ 90[°] 

 

（12）図に示すように、1秒間に 50サイクルの波形を描く正弦波交流について、その周波数𝑓及び周期

𝑇の値として正しい組み合わせを選びなさい。  

（電気理論ｐ35） 

 𝑓 𝑇 

ア 50[𝐻𝑧] 0.002[𝑠] 

イ 100[𝐻𝑧]   0.02[𝑠]   

ウ 50[𝐻𝑧] 0.02[𝑠] 

エ 100[𝐻𝑧] 0.002[𝑠] 

   

（13）𝑖 = 100sin100𝜋𝑡[A]の正弦波交流電流の角周波数𝜔[𝑟𝑎𝑑 𝑠⁄ ]の値として正しいものを選びなさい。 

（電気理論ｐ35） 

ア π[𝑟𝑎𝑑 𝑠⁄ ]    イ   100[𝑟𝑎𝑑 𝑠⁄ ]     ウ 100π[𝑟𝑎𝑑 𝑠⁄ ]     エ 314π[𝑟𝑎𝑑 𝑠⁄ ]   

 

 

 

50サイクル

1s

t［s］

0

e［V］
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（14）交流電圧の実効値100[𝑉]の最大値は約何[𝑉]になるか。 

（電気理論ｐ37） 

  ア 89.8[V]  イ 100[𝑉]  ウ 141[𝑉]  エ 200[𝑉] 

 

 

（15）平均値100[𝑉]の交流電圧の最大値は約何[𝑉]になるか。 

（電気理論ｐ37） 

  ア 70.9[V]  イ 89.8[𝑉]  ウ 141[𝑉]  エ 157[𝑉] 

 

（16）物理的な量を表すときに、長さや温度のように、一つの数値の大きさだけで表示できるものを何

というか。 

（電気理論ｐ40） 

ア ベクトル量  イ ディジタル量  ウ アナログ量  エ スカラー量 

 

第２章 電気と磁気 

 

（17）絶縁体に加える電圧を次第に増加していくと、ある電圧で急に大電流が流れて絶縁性が失われる。 

この現象を何というか。 

（電気理論ｐ111） 

  ア 絶縁破壊  イ アーク放電  ウ グロー放電  エ コロナ放電 

 

（18）アンペアの右ねじの法則では、電流の方向を右ねじの進む方向にとれば、右ねじの回転する方向

に発生するものは何であると定義されるか。 

（電気理論ｐ121） 

  ア 電界     イ 電束     ウ 磁界     エ 運動エネルギー 

 

（19）フレミングの左手の法則では、左手の親指、人差し指及び中指を互いに直角に開き、人差し指を

磁界の方向、中指を電流の方向にとったとき、親指の方向が表すのは何であると定義されるか。 

（電気理論ｐ132） 

  ア 光エネルギー    イ 透磁率    ウ 誘電率     エ 電磁力 

 

 

第３章 半導体素子と電子回路 

 

（20）次の記述は、半導体について述べたものである。  内に適する正しい字句の組み合わせを選び

なさい。 

（電気理論ｐ149） 

  半導体は周囲温度の変化によって抵抗値が変化する特性がある。周囲温度が上昇すると内部の抵抗

値は A し、内部を流れる電流は B する。 

 

 Ａ Ｂ 

ア 減少 増加 

イ 減少 減少 

ウ 増加   増加   

エ 増加 減少 
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（21）半導体が光を吸収すると、半導体の抵抗値が下がる現象が発生する。また、このとき半導体内部

の電子が外部に飛び出し、起電力が発生する現象が起こる。この二つの現象を何というか。 

（電気理論ｐ150） 

  ア 圧電効果  イ 熱電効果   ウ 逆圧電効果  エ 光電効果 

 

（22）４価の真性半導体に３価の元素、例えば、インジウムや Ａ を不純物として微量加えると、 

   Ｂ 半導体となり、多数キャリアは Ｃ となる。 

（電気理論ｐ152） 

    Ａ      Ｂ    Ｃ 

  ア ひ素     Ｎ形   自由電子 

  イ ひ素     Ｐ形   正孔 

  ウ ガリウム   Ｎ形   自由電子 

  エ ガリウム   Ｐ形   正孔 

 

（23）ダイオードに流れる電流の変化に関係なく、ダイオードの電圧が一定に保たれる特性を利用して、

定電圧素子として安定化電源回路等に用いられるダイオードを何というか。 

（電気理論ｐ155） 

  ア ホトダイオード      イ バラクタダイオード 

  ウ ツェナーダイオード    エ 発光ダイオード 

 

（24）ＰＮ接合ダイオードに逆方向電圧を加えて接合面に光を当てると、自由電子や正孔が発生し、こ

れらが空乏層へ移動して逆方向電流が流れる特性を利用して、光センサやリモコンの赤外光受光素

子として利用されるダイオードを何というか。 

（電気理論ｐ155） 

  ア レーザダイオード      イ ホトダイオード 

  ウ 可変容量ダイオード     エ ツェナーダイオード 

 

（25）電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）についての説明として正しいものを選びなさい。 

（電気理論ｐ164） 

  ア 電流制御素子である。 

  イ 入力インピーダンスが非常に小さい。 

  ウ 雑音が少なく，温度による影響も少ない。 

  エ キャリアが１種類のバイポーラ形である。 
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移動体通信工学 

第４章 移動体通信工学の概要 

 

（26）無線通信システムの構成として、 Ａ 内に入れるべき字句として正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ5，図 1-2） 

 

 

 

 

 

 

 

ア 復調器   イ 復号器   ウ 周波数混合器   エ 電力増幅器 

 

（27）周波数帯の分類と用途について、 Ａ ～ Ｃ  に入る適切な語句を語群から選んで解答しな

さい。 

                      （移動体通信工学 p5,表 1-1） 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 𝑈𝐻𝐹   超短波   船舶・航空通信 

イ 𝑆𝐻𝐹 長波 船舶・航空通信 

ウ 𝑆𝐻𝐹 超短波 衛星通信 

エ 𝑈𝐻𝐹 長波 衛星通信 

 

（28）次の図は、ある変調方式のスペクトル波形を表したものである。該当する変調方式を選びなさ

い。 

（移動体通信工学ｐ6） 

 

 

  ア 振幅変調（ＳＳＢ方式） 

  イ 振幅変調（ＤＳＢ方式） 

  ウ 位相変調 

  エ 周波数変調 

 

 

 

（29）振幅変調方式では、搬送波周波数を中心として上下対称に変調信号のスペクトル成分（側波帯）

が現れるが、この上・下いずれかの側波帯のみを伝送する方式の名称を選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ7、ｐ42） 

  ア  ＤＳＢ    イ  ＳＳＢ    ウ  ＦＳＫ     エ  ＱＰＳＫ 

周波数帯 周波数範囲 用途 

極超短波  Ａ  300～3000[MHz] 地デジ放送 

 Ｂ  𝑉𝐻𝐹  30～300[MHz] ＦＭ放送，警察，消防，防災 

短波 𝐻𝐹        3～30[MHz]  Ｃ  

周波数 

変換器 

無線周波 

増幅器 
 復調器

周波数 

変換器 
 A  変調器 

送信側 受信側 
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（30）次の記述は、ディジタル変調方式について述べたものである。   内に入るべき字句の正しい

組み合わせを選びなさい。             

（移動体通信工学ｐ7） 

  ＡＳＫは、搬送波の Ａ  に、ディジタル信号を重畳させる方式である。 

ＦＳＫは、搬送波の Ｂ  に、ディジタル信号を重畳させる方式である。 

ＰＳＫは、搬送波の Ｃ  に、ディジタル信号を重畳させる方式である。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 周波数   位相 振幅 

イ 位相 振幅 周波数   

ウ 振幅 位相 周波数 

エ 振幅 周波数   位相 

 

 

（31）多元接続方式で、時間軸上の各タイムスロットに通信回線を割り当てる方式のものを選びなさい。 

（移動体通信工学 p10） 

  ア ＦＤＭＡ  イ ＴＤＭＡ   ウ ＣＤＭＡ   エ ＤＳ－ＣＤＭＡ 

 

(32)多元接続方式で、スペクトル拡散によって信号を時間・周波数の両方向にエネルギー分散し、複   

数の通話回線を同一時間・周波数帯域上に混在させる方式のものを選びなさい。 

（移動体通信工学 p10） 

  ア ＴＤＭＡ  イ ＦＤＭＡ   ウ ＣＤＭＡ   エ ＯＦＤＭＡ 

 

（33）ＧＭＤＳＳに関する文章について，正しい語句の組み合わせを番号で選びなさい。  

（移動体通信工学ｐ16） 

   ＧＭＤＳＳは Ａ を中心とした調整により Ｂ を行うことを基本とし，陸上と海上が一体と

なって Ｃ を構成するシステムである。             

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 海上の船舶局   捜索 通信網 

イ 海上の船舶局 救助 漁場網 

ウ 陸上の救助機関 捜索 漁場網 

エ 陸上の救助機関   救助 通信網 

 

（34）ＧＭＤＳＳにおける捜索・救助に関する通信についての説明として誤っているものを選びなさ

い。 

（移動体通信工学ｐ17,18） 

  ア 現場通信においては，電話または印刷電信である。 

  イ 遭難周波数の聴守のため，受信機周波数選択の微調整が必要である。 

ウ 遭難船の位置を求めるには，レーダ・トランスポンダを使用する。 

  エ 使用する自動通信設備は，衛星非常用位置指示無線標識（EPIRB），無線電話などである。 
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（35）次のうち、ＧＭＤＳＳに対応した機器に該当しないものはどれか選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ18） 

ア ＤＳＣ（ディジタル選択呼出し装置） 

イ ＥＰＩＲＢ（衛生非常用位置指示無線標識） 

  ウ 無線電話 

  エ モールス送信装置 

 

第５章 無線通信機器 

 

（36）図に示す増幅回路で入力電圧を4[𝑚𝑉]加えたとき、出力電圧を求めなさい。 

（移動体通信工学ｐ23,問 2-3） 

 

  ア 2.0[𝑉]   イ 4.0[𝑉]   ウ 6.0[𝑉]   エ 8.0[𝑉] 

 

（37）電力増幅回路の動作級において、トランジスタ特性曲線の中央付近に動作点を置き、直線部分だ

けで動作させる方式で、出力電流波形が入力波形と相似形になり、ひずみの少ない増幅ができるも

のを何というか。                         

（移動体通信工学ｐ25） 

  ア Ａ級増幅  イ Ｂ級増幅  ウ Ｃ級増幅  エ プッシュプル増幅 

 

（38）電力増幅回路の動作級において、トランジスタ特性曲線のコレクタ電流の遮断点よりさらに深く

バイアスする方式で、大きな励振をかけ、効率の高い増幅が可能となるものを何というか。 

（移動体通信工学ｐ25） 

  ア Ａ級増幅  イ Ｂ級増幅  ウ Ｃ級増幅  エ プッシュプル増幅 

 

（39）次の記述はアナログ変調方式について述べたものである。   内に適する正しい字句の組み合

わせを選びなさい。                              

 （移動体通信工学ｐ40） 

   信号波の振幅に応じて搬送波の振幅を変えるものを Ａ 、周波数を変えるものを Ｂ 、位相

を変えるものを Ｃ で表す。 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア ＡＭ ＰＭ ＦＭ   

イ ＦＭ   ＰＭ ＡＭ 

ウ ＡＭ ＦＭ   ＰＭ 

エ ＦＭ ＡＭ ＰＭ 

 

（40）通信における変調方式において、信号波の振幅に応じて、周波数を変化させる変調方式を何とい

うか。 

（移動体通信工学 p40） 

  ア ＡＭ  イ ＦＭ  ウ ＰＭ  エ ＰＡＭ 

 

 

Ar1=30 

[倍] 

Ar2=50 

  [倍] 入力 出力 
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（41）通信における変調方式において、信号波の振幅に応じて、パルス幅を変化させる変調方式を何と

いうか。 

（移動体通信工学ｐ54） 

  ア ＰＡＭ  イ ＰＷＭ  ウ ＰＰＭ  エ ＰＣＭ 

 

（42）ディジタル変調のうち、パルス幅、周期は一定でその振幅だけを信号波の振幅に応じて変化させ

る変調方式を何というか。                

（移動体通信工学ｐ54） 

  ア ＰＡＭ  イ ＰＷＭ  ウ ＰＰＭ  エ ＰＣＭ 

 

（43）図は、ＤＳＢ送信機の基本的な構成例を示したものである。     内に入るべき字句の正し

い組み合わせを選びなさい。                    

（移動体通信工学ｐ68，図 2-82） 

   

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 周波数逓倍器   電力増幅器   変調器 

イ 周波数変換器 低周波増幅器 復調器  

ウ 周波数逓倍器 低周波増幅器 復調器 

エ 周波数変換器 電力増幅器 変調器 

 

（44）図Ａから図Ｃは、各種ＳＳＢ信号のスペクトラムである。それぞれのＳＳＢ変調方式の名称の組

み合わせとして正しいものを選びなさい。           

（移動体通信工学 p74） 

（図Ａ）        （図Ｂ）       （図Ｃ） 

       

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 低減搬送波 SSB 方式(R3E)  抑圧搬送波 SSB 方式(J3E)  全搬送波 SSB 方式(H3E) 

イ 抑圧搬送波 SSB 方式(J3E) 低減搬送波 SSB 方式(R3E) 全搬送波 SSB 方式(H3E)   

ウ 

エ 

全搬送波 SSB 方式(H3E) 

抑圧搬送波 SSB 方式(J3E) 

抑圧搬送波 SSB 方式(J3E) 

全搬送波 SSB 方式(H3E) 

低減搬送波 SSB 方式(R3E) 

低減搬送波 SSB 方式(R3E) 

 

 

 

 

 

変　調

増幅器

発信器
緩　衝

増幅器

励　振

増幅器

電鍵

信号波

Ａ Ｂ

Ｃ
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（45）次の記述は、ＳＳＢ（Ｊ３Ｅ）波の受信について述べたものである。正しい字句の組み合わせを

選びなさい。               

（移動体通信工学 p76） 

復調するためには、送信側の Ａ  搬送波と同じ周波数の搬送波を受信機内部で作る必要があ

る。また、ひずみの少ない良好な受信を行うためには、受信信号の搬送波と受信機の局部発振周

波数とが同期している必要があり、 Ｂ  を用いて局部発信器の周波数の微調整を行う。 

 

 Ａ Ｂ 

ア 低減   スピーチクリッパ 

イ 抑圧 スピーチクラリファイア 

ウ 低減 スピーチクラリファイア 

エ 抑圧 スピーチクリッパ 

 

 

（46）周波数2[𝑘𝐻𝑧]の正弦波信号を変調指数 3のＦＭ送信機で周波数変調した場合、出力されるＦＭ

波の占有周波数帯幅の値として正しいものを選びなさい。     

（移動体通信工学ｐ77） 

 B = 2𝑓𝑠(𝑚𝑓 + 1) 

 

ア 8[𝑘𝐻𝑧]   イ 12[𝑘𝐻𝑧]   ウ  16[𝑘𝐻𝑧]   エ 24[𝑘𝐻𝑧] 

 

（47）ＦＭ受信機において、受信入力がなくなると低周波出力に大きな雑音が現れるが、これを除く

ために低周波増幅器の動作を自動的に停止させるものとして正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工ｐ80） 

ア 振幅制限器 

イ デエンファシス回路 

ウ 周波数弁別器 

エ スケルチ回路              

 

 

（48）国際ＶＨＦ無線電話（船舶用ＦＭ送受信機）における国際遭難周波数𝑐ℎ16の割当て周波数とし

て、正しいものを選びなさい。                

（移動体通信工学ｐ80,81） 

ア 78.6[𝑀𝐻𝑧]   イ 121.5[𝑀𝐻𝑧]   ウ 156.525[𝑀𝐻𝑧]   エ 156.8[𝑀𝐻𝑧] 

 

（49）静止衛星は、赤道上の高度約何[𝑘𝑚]にあるか、正しいものを選びなさい。 

 （移動体通信工学ｐ90） 

ア 12,000[𝑘𝑚] イ 24,000[𝑘𝑚]  ウ 36,000[𝑘𝑚]  エ 48,000[𝑘𝑚] 

 

（50）インマルサット静止衛星の軌道高度は地上から約何[𝑘𝑚]であるか。 

（移動体通信工学ｐ90） 

  ア 10,000[𝑘𝑚]    イ 19,100[𝑘𝑚]   ウ 26,000[𝑘𝑚]   エ 36,000[𝑘𝑚] 

 

（51）インマルサット通信システムにおいて、海岸地球局からインマルサット衛星に向けた通信に使用

される周波数帯（アップリンク）として正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ94，図 2-110） 

  ア  1.5[𝐺𝐻𝑧]  イ 1.6[𝐺𝐻𝑧]  ウ 4［GHz］ エ 6［GHz］ 
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（52）インマルサット通信システムにおいて、船舶地球局からインマルサット衛星に向けた通信に使用

される周波数帯（アップリンク）として正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ94，図 2-110） 

ア  1.5[𝐺𝐻𝑧]  イ 1.6[𝐺𝐻𝑧]  ウ 4［GHz］ エ 6［GHz］ 

 

（53）船舶向けの海上安全情報を自動受信する装置を何というか。 

（移動体通信工学ｐ100） 

ア ＮＡＶＴＥＸ  イ ＮＢＤＰ  ウ ＥＰＩＲＢ  エ ＤＳＣ 

 

（54）衛星非常用位置指示無線標識（衛星ＥＰＩＲＢ）から発射される遭難信号の周波数帯を選びな

さい。 

（移動体通信工学ｐ101） 

ア 518[𝑘𝐻𝑧]   イ 406[𝑀𝐻𝑧]   ウ  1.5[𝐺𝐻𝑧]   エ 9[𝐺𝐻𝑧] 

 

 

（55）衛星非常用位置指示無線標識(衛星ＥＰＩＲＢ)の説明について、   内に入れるべき字句の正

しい組み合わせを選びなさい。                            

 (移動体通信工学ｐ101) 

   衛星非常用位置指示無線標識(衛星ＥＰＩＲＢ)は、極軌道周回衛星の  Ａ  によって構成されて

おり、遭難した際、衛星ＥＰＩＲＢは  Ｂ  帯の電波を自動発射する。 

 

 Ａ Ｂ 

ア インマルサット衛星 406[𝑀𝐻𝑧] 

イ コスパス・サーサット衛星   406[𝑀𝐻𝑧] 

ウ インマルサット衛星 1.5[𝐺𝐻𝑧] 

エ コスパス・サーサット衛星   1.5[𝐺𝐻𝑧] 

 

（56）捜索救助用レーダトランスポンダ(ＳＡＲＴ)では、電波を受信するとレーダ画面上にはＳＡＲＴ

の位置から何個のドット状の輝点列が現れますか。正しいものを選びなさい。 

(移動体通信工学ｐ103)  

ア  3個    イ  6個    ウ  9個    エ  12個 

 

（57）捜索救助用レーダトランスポンダ（ＳＡＲＴ）の説明について、   内に入れるべき字句の正

しい組み合わせを選びなさい。                                 

（移動体通信工学ｐ103） 

ＳＡＲＴから発射された 9GHz 帯の応答信号を捜索船舶のレーダで受信すると、レーダ画面上に

はＳＡＲＴの位置から外側方向に約 Ａ にわたって Ｂ のドット状の輝点列が現れる。 

 

 Ａ Ｂ 

ア ８マイル（海里） ６点 

イ ８マイル（海里） １２点 

ウ １６マイル（海里） ６点 

エ １６マイル（海里） １２点 
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（58）船舶の航行上必要な通信や遭難通報などの送受信を行うため、ディジタルコードを用いて特定の

海岸局やほかの船舶局を自動的に選択する装置を何というか。  

（移動体通信工学ｐ103） 

ア ＮＡＶＴＥＸ  イ ＮＢＤＰ  ウ ＥＰＩＲＢ  エ ＤＳＣ 

 

（59）次のうち、GMDSS(海上における遭難及び安全に関する世界的な制度)に定められていない無線機

器を選びなさい。                      

(移動体通信工学ｐ100-104) 

ア  ナブテックス受信機 

    イ モールス通信装置 

    ウ 衛星非常用位置指示無線標識(衛星 EPIRB) 

    エ 捜索救助用レーダトランスポンダ(SART) 

 

（60）遭難事故が発生した際の通信の一元管理や遅れを最小限にするため、関係機関が行う捜索・救難

活動について業務調整を行う「救難調整本部」の名称を何というか。 

（移動体通信工学ｐ101） 

ア 𝐼𝑁𝑀𝐴𝑅𝑆𝐴𝑇  イ 𝑅𝐶𝐶  ウ 𝑆𝐴𝑅𝑇  エ 𝐺𝑀𝐷𝑆𝑆 

 

第６章 マイクロ波回路とアンテナ 

 

（61）周波数150[𝑀𝐻𝑧]のときの波長[𝑚]として、正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ135） 

ア 0.5[𝑚]  イ 1[𝑚]  ウ 1.5[𝑚]  エ 2[𝑚] 

 

（62）伝送線路における電圧及び電流の反射について、   内に入れるべき字句の正しい組み合わ

せを選びなさい。                       

（移動体通信工学ｐ120） 

   伝送線路において、入射波と反射波が Ａ されると、その線路上に電圧あるいは電流の波が 

 Ｂ 状に分布し、その大きさが時間的に変化するだけで位置は少しも移動しない波ができる。こ

のような波を Ｃ という。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 合成   正弦波 定在波   

イ 干渉 正弦波 波腹 

ウ 合成 のこぎり波   波腹 

エ 干渉 のこぎり波 定在波 

 

（63）図に示す方形導波管のＴＥ１０波の遮断周波数の値として、正しいものを選びなさい。ただし，       

図中のａを 50[mm] 、ｂを 25[mm]とする。 

（移動体通信工学ｐ124） 

ア   1[𝐺𝐻𝑧]                            

イ  3[𝐺𝐻𝑧] 

ウ  5[𝐺𝐻𝑧] 

エ  7[𝐺𝐻𝑧] 
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（64）次のうち、平面波の説明について   内に入れるべき字句の正しい組み合わせを選びなさい。  

(移動体通信工学ｐ136) 

  平面波は、進行方向に  Ａ  な面上のいたるところで一様な電界と磁界を持った電波である。平

面波は電界と磁界が特定の方向を向いている。電磁界が方向を持つことを  Ｂ  といい、この方向

が変化しない場合を  Ｃ  という。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 直角   進行波   曲線進行波   

イ 水平 進行波 曲線進行波 

ウ 直角 偏波 直線偏波 

エ 水平 偏波 直線偏波 

 

（65）自由空間における半波長ダイポールアンテナ電流が 6[A]のとき、最大放射方向に 3[km]の距離に

おける電界強度 Eを次のうちから選びなさい。          

(移動体通信工学ｐ141) 

ア 12[𝑚𝑉/𝑚]   イ 120[𝑚𝑉/𝑚]   ウ 36[𝑚𝑉/𝑚]   エ 360[𝑚𝑉/𝑚] 

 

（66）周波数100[𝑀𝐻𝑧]の半波長ダイポールアンテナの実効長の値として、最も近い値のものを選びなさ

い。                             

（移動体通信工学ｐ142） 

ア 12[𝑐𝑚]     イ 24[𝑐𝑚]    ウ 48[𝑐𝑚]    エ 96[𝑐𝑚] 

 

（67）次の記述は、アンテナの利得について述べたものである。このうち正しいものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ144） 

ア アンテナの利得は、アンテナから放射された電力を特定の方向へ分散させる能力がどの程

度であるかを表す。 

イ アンテナの利得は、指向性が鋭いアンテナほど小さい。 

ウ 半波長ダイポールアンテナを基準アンテナとした場合の利得を、相対利得という。 

エ 等方性アンテナを基準アンテナとした場合の利得を、指向性利得という。 

 

（68）自由空間におけるアンテナの相対利得が8[𝑑𝐵]であるとき、このアンテナの利得の絶対利得を 

求めなさい。                 （移動体通信工学ｐ145，問 3-27）   

 

   ア 7.15[𝑑𝐵]    イ 10.15[𝑑𝐵]   ウ 17.15[𝑑𝐵]   エ 27.15[𝑑𝐵]  

 

（69）自由空間において、電界強度が3[𝑚 𝑉 𝑚⁄ ]の到来電波を実効長3[𝑚]のアンテナによって受信した

とき、アンテナに誘起する電圧の値として、正しいものを選びなさい。ただし、アンテナ素子は

電界の方向と一致しているものとする。              

（移動体通信工学ｐ146） 

ア 3[𝑚𝑉]   イ 6[𝑚𝑉]   ウ 9[𝑚𝑉]   エ 12[𝑚𝑉] 
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（70）図に示すスリーブアンテナのスリーブの長さの値として、正しいものを選びなさい。ただし、使

用周波数を250[𝑀𝐻𝑧]とする。                      

（移動体通信工学 p158） 

 

ア   0.3[𝑚] 

イ    0.6[𝑚] 

ウ    1.5[𝑚] 

エ    2.4[𝑚] 

 

 

 

（71）図に示すアンテナの名称として正しいものを選びなさい。    

（移動体通信工学ｐ158） 

 ア  ホイップアンテナ 

 イ  ディスコーンアンテナ 

  ウ  スリーブアンテナ 

  エ  ブラウンアンテナ   

 

 

（72）八木アンテナについて、   内に入れるべき字句の正しい組合せを選びなさい。 

                                （移動体通信工学ｐ159）  

  一般的に、八木アンテナの放射器の長さは Ａ 波長であり、導波器の長さは放射器よりも Ｂ  。 

 また、反射器の長さは放射器よりも Ｃ  。 

      Ａ           Ｂ     Ｃ 

  ア   1/2波長   長い   短い 

  イ   1/4波長   長い   短い 

  ウ   1/4波長   短い   長い 

  エ   1/2波長   短い   長い 

 

（73）八木アンテナの放射器の長さとして正しいものを選びなさい。ただし、波長をλとする。    

（移動体通信工学 p159） 

ア 
𝜆

4
[𝑚]   イ 

𝜆

2
[𝑚]   ウ 

𝜆

6
[𝑚]   エ 

𝜆2

2
[𝑚]  
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（74）図に示す八木・宇田アンテナについて、次の Ａ ～ Ｄ に入る適切な語句として正しい組

合せを選びなさい                                                 （移動体通信工学 p159） 

 

  ①素子ａは Ａ と呼ばれる。 

  ②素子ｂは Ｂ と呼ばれる。 

  ③素子ｃは Ｃ と呼ばれる。 

  ④電波の主放射方向は Ｄ である。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ア 導波器   放射器   反射器   ア 

イ 放射器 導波器 反射器 イ 

ウ 反射器 放射器 導波器 ア 

エ 導波器 放射器 反射器 イ 

 

 

（75）パラボラアンテナの説明について、  内に入れるべき字句の正しい組合せを選びなさい。 

                              （移動体通信工学ｐ164） 

  一般に、パラボラアンテナは、図のように電磁ホーンなどの放射器と Ａ を形成する反射器から

構成せれる。焦点Ｆに置かれた放射器からの Ｂ は、反射器に当たって平行に反射さ、AA’面では

波面が一様な Ｄ となり、鋭い指向特性が得られる。 

 

       

 

 

 

 

 

 

第７章 電波の伝わり方 

 

（76）地上波の種類について、次の図を完成させなさい。    

(移動体通信工学 p180)  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 双曲面 平面波 球面波 

イ 放物面 平面波 球面波 

ウ 放物面 球面波 平面波 

エ 双曲面 球面波 平面波 

 Ａ Ｂ 

ア 上空波 電離層波 

イ 地表波 直接波 

ウ 電離層波 直接波 

エ 地表波 上空波 

地上波

空間波
B

大地反射波
A

回折波
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（77）電波の伝搬経路について、誤っているものを選びなさい。         

 (移動体通信工学 p180)  

   ア 図中①は直接波といい、周波数が高いほど 

      減衰は小さくなる。  

   イ 図中②は大地反射波といい、受信点では  

     直接波との干渉が発生する。 

   ウ 図中③は、地表波といい、一般に大地の導電率 

      が小さいほど、また、周波数が高いほど減衰は 

    大きくなる。 

   エ  図中④は上空波といい、短波通信に使われるこ 

      とが多く電離層の状態に支配される。 

 

 

（78）電離層のうち、スポラジックＥ層についての説明として正しい語句の組み合わせを選びなさい。 

(移動体通信工学 p185) 

中緯度、低緯度地方では Ａ の昼間に頻発し、高緯度地方では夜間に多く発生するが、その発生

原因はまだよく分かっていない。電子密度は Ｂ とほぼ同じくらいであるが、極めて Ｃ 層と考

えられている。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 冬季 Ｄ層   厚い   

イ 夏季   Ｄ層 薄い 

ウ 冬季 Ｆ層 厚い 

エ 夏季 Ｆ層 薄い 

 

（79）次の記述はダイバーシチについて述べたものである。正しい字句の組み合わせを選びなさい。   

(移動体通信工学 p193) 

   ① 同一送信点から二つ以上の周波数で同時送信し､受信信号を合成または切り替える方法を    

 Ａ ダイバーシチという。 

② 受信アンテナを数波長以上離れた二つ以上の場所に設置して､その信号出力を合成､または切

り替える方法を Ｂ ダイバーシチという。 

③受信用アンテナに垂直アンテナと水平アンテナの二つを設け､それぞれの出力を合成､または

切り替えて使用する方法を Ｃ ダイバーシチという。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 偏波 空間   周波数 

イ 周波数   空間 偏波 

ウ 周波数 ルート 偏波 

エ 偏波 ルート 周波数 
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（80）次の記述は、ラジオダクトについて述べたものである。正しい字句の組み合わせを選びなさい。 

                            （移動体通信工学ｐ196） 

   ラジオダクトは、海面、地面上数十～数百ｍの高さに Ａ の逆転層があるときや、高さによる   

湿度の急変があるときに生じやすい。特に、 Ｂ が多く、また、季節的には Ｃ 前後が多い。 

   

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 温度 夜間   夏  

イ 気圧 昼間 夏 

ウ 温度 夜間 冬 

エ 気圧 昼間 冬 

 

（81）自動車や航空機などの内燃機関からの火花放電、送電線などに付随するコロナ放電、ネオンサイ

ンなどからのグロー放電など、各種の機械及び電気機器が発生源になる雑音を何というか。 

（移動体通信工学ｐ202） 

  ア 太陽雑音  イ 宇宙雑音  ウ 大気雑音  エ 人工雑音 

 

 

（82）次の記述は、電離層伝搬におけるＭＵＦについて述べたものである。正しい字句の組み合わせを

選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ203） 

   ＭＵＦとは、電離層伝搬における Ａ のことをいい、一定の送受信点間で使用可能な周波数の

うちの Ｂ の周波数をいう。これより Ｃ 周波数では電離層を突き抜けてしまう。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 最高使用可能周波数   最高   高い   

イ 最高使用可能周波数   最低   低い 

ウ 最低使用可能周波数   最高   低い 

エ 最低使用可能周波数   最低   高い 

 

（83）次の記述は、電離層伝搬におけるＦＯＴについて述べたものである。正しい字句の組み合わせを

選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ203） 

   ＦＯＴとは、電離層伝搬における Ａ のことをいい、一定の送受信点間において通信するのに             

 Ｂ と思われる周波数であり、ＭＵＦの Ｃ ％の値をいう。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 最適使用周波数   最高 ７０ 

イ 臨界周波数 最高 ８５ 

ウ 最適使用周波数 最適 ８５ 

エ 臨界周波数 最適 ７０ 
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（84）次の記述は、電波伝搬について述べたものである。このうち、誤っているものを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ203） 

  ア 短波帯の電波は、一般にＦ層で反射される。 

  イ 短波帯の電波は、跳躍現象により地表波及び電離層反射波のいずれも到達しない不感地帯を 

生ずることがある。 

  ウ 超短波帯の電波の伝搬通路は直接波に限られるので、見通し距離以上に伝搬することはな

い。 

  エ 電離層の電子密度は、Ｄ層、Ｅ層及びＦ層の中で、一般にＦ層が最も大きい。 

 

 

（85）次の記述は、電離層伝搬におけるフェージングについて述べたものである。正しい字句の組み

合わせを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ192） 

① 電離層における電波のエネルギーの吸収が、電子密度の変化により時間的に変動するために 

生ずるものを Ａ フェージングという。 

② 跳躍距離付近で電離層の電子密度の変化から空間波が突き抜けたり、反射したりするために 

生ずるものを Ｂ フェージングという。 

③ 電離層における反射の際、偏波面が乱れて生ずるものを Ｃ フェージングという。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 吸収性   偏波性   跳躍 

イ 吸収性   跳躍 偏波性   

ウ 干渉性   跳躍 偏波性 

エ 干渉性   偏波性 跳躍 

 

第８章 航海用電子機器 

 

（86）パルスレーダから発射した電波を10[𝜇𝑠]後に受信した。このとき、物標までの距離として正しい

ものを選びなさい。ただし、電波の速度は3 × 108[𝑚 𝑠⁄ ]である。                       

（移動体通信工学ｐ206） 

  ア 1500[𝑚]  イ 3000[𝑚]  ウ 4500[𝑚]  エ 6000[𝑚] 

 

 

（87）最大探知距離𝑅𝑚𝑎𝑥を大きくするための記述で正しいものを選びなさい。  

（移動体通信工学 p208） 

ア アンテナの利得を下げる   

イ 送信電力を上げる 

ウ 受信部の感度を下げる 

エ 波長を短くする 
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（88）レーダの性能である最小探知距離を小さくする方法について、正しいものを下の記号から選びな

さい。                           

（移動体通信工学ｐ209） 

  ア 送信パルス幅を狭くする 

  イ アンテナの高さを高くする 

  ウ 送信電力上げる 

  エ 水平ビーム幅を狭くする 

 

（89）次の記述は、パルスレーダの距離分解能と方位分解能について述べたものである。   内に

入るべき字句の正しい組み合わせを選びなさい。              

（移動体通信工学ｐ210，211） 

① 距離分解能は、レーダから Ａ  にある接近した二つの物標が、レーダーの表示器上で 

区別できる最短の距離をいう。 

② 方位分解能は、レーダから Ｂ  で方位角度がわずかに異なる二つの物標が、レーダ 

の表示器上で区別できる最小の方位角度差をいう。 

 

 Ａ Ｂ 

ア 同一方位 異なる距離 

イ 同一方位 同一距離 

ウ 異なる方位   同一距離 

エ 異なる方位 異なる距離   

 

（90）方位分解能について説明している文章はどれか、正しいものを下の記号から選びなさい。 

                          （移動体通信工学ｐ211） 

ア レーダからの方位が異なり、距離が離れた二つの物標を画面上で、識別して表示できる物標間

の距離をいう。 

イ レーダからの距離が同じで、方位が近接した二つの物標を画面上で、識別して表示できる物標

間の角度をいう。 

ウ レーダからの方位が同じで、距離が近接した二つの物標を画面上で、識別して表示できる物標

間の距離をいう。 

エ レーダからの距離が異なりで、方位の違う二つの物標を画面上で、識別して表示できる物標間

の角度をいう。 

 

（91）パルス幅が0.8[𝜇𝑠]であるとき、近接した二つの物標の識別可能な最小探知距離はいくらか計算

しなさい。 

（移動体通信工学ｐ212） 

  ア 50[𝑚]   イ 75[𝑚]   ウ 100[𝑚]   エ 120[𝑚] 

 

（92）パルス繰返し周波数25[𝑘𝐻𝑧]、パルス幅8[𝜇𝑠]であるとき、衝撃係数はいくらか計算しなさい。 

（移動体通信工学ｐ214，問 5-3） 

  ア 0.2   イ 0.4   ウ 1.0   エ 1.6 
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（93）次の記述は、パルスレーダー受信機に用いられる回路について述べたものである。   内に

入るべき字句の正しい組み合わせを選びなさい。          （移動体通信工学ｐ223） 

   ①  Ａ  回路は、海面反射の影響が画面上に現れるのを制御する回路である。 

   ②  Ｂ  回路は、雨や雪などからの反射が画面上に現れるのを除去するための回路である。 

 

 Ａ Ｂ 

ア ＡＧＣ ＭＢＳ 

イ ＳＴＣ ＭＢＳ 

ウ ＡＧＣ   ＦＴＣ 

エ ＳＴＣ ＦＴＣ   

 

（94）次の図は、レーダに現れる偽像を表したものである。この偽像の原因として考えられるものを

選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ235） 

 

ア サイドローブ 

  イ 鏡現象 

  ウ 多重反射 

  エ 二次反射 

 

 

 

（95）ＧＰＳ衛星について、正しい数字の組み合わせを下の記号から選びなさい。 

                       （移動体通信工学ｐ245） 

ＧＰＳ衛星は、 Ａ の衛星と、7個の予備衛星で構成され、地上から約 Ｂ 上空にある。 

     Ａ    Ｂ 

  ア  12   21,000km 

   イ  24   21,000km 

  ウ  24   36,000km 

  エ  12   36,000km 

 

第９章 応用電子計測 

 

（96）水平軸に時間、垂直軸に振幅を表し、時間とともに変化する電気現象を波形として表示する測定

装置を何というか。 

（移動体通信工学ｐ276） 

ア スペクトラムアナライザ      イ ディジタルマルチメータ 

ウ ファンクションジェネレータ    エ オシロスコープ 

 

 

 

 

 

 

 

※ 同一方向に等間

隔で現れ、自船の

位置から遠くなる

にしたがって感度

が低くなる。 

偽

 

実
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（97）図は、ある測定器の原理的な構成例を示したものである。この測定器の名称として、正しいも

のを選びなさい。                       （移動体通信工学ｐ278） 

 

ア  オシロスコープ 

イ  計数形周波数カウンタ 

ウ  標準信号発生器 

エ   スペクトラムアナライザ 

 

 

 

 

 

（98）次の記述は、オシロスコープ及びスペクトラムアナライザについて述べたものである。正しい字

句の組み合わせを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ276、278） 

  オシロスコープは、水平軸に Ａ 、垂直軸に Ｂ をとり、時間とともに変化する電気現象を波

形として表示することができる。 

  スペクトラムアナライザは、水平軸に Ｃ 、 垂直軸に Ｂ をとり、観測信号に含まれる周波

数成分を分析することができる。 

 Ａ Ｂ Ｃ 

ア 時間 位相   周波数 

イ 時間 振幅 周波数   

ウ 周波数   振幅 時間 

エ 周波数 位相 時間 

 

（99）オシロスコープで振幅変調波を測定したところ、次の図のような波形を観測した。この振幅変調

波の変調度として、最も近いものを選びなさい。ただし，Ａ＝６〔Ｖ〕、Ｂ＝２〔Ｖ〕とする。 

（移動体通信工学ｐ287） 

 

 

 

 

   ア 30%  イ 50%  ウ 70%  エ 90% 

 

（100）次の記述は、アイパターンについて述べたものである。正しい字句の組み合わせを選びなさい。 

（移動体通信工学ｐ302） 

   アイパターンとは、適切なビット系列のディジタル信号を光ファイバに伝送させた後の出力波形

をパルスの繰返し周波数に同期させて Ａ に表示させたものをいう。アイパターンの開き具合が     

 Ｂ ほど雑音に対する余裕があり、符号識別時の誤りが小さくなる。 

 

 Ａ Ｂ 

ア 光サンプリングオシロスコープ 大きい 

イ スペクトラムアナライザ   大きい   

ウ 光サンプリングオシロスコープ 小さい 

エ スペクトラムアナライザ 小さい 



 

解  答 

（１） イ （２６） エ （５１） エ （７６） イ 

（２） ウ （２７） ア （５２） イ （７７） ア 

（３） イ （２８） イ （５３） ア （７８） エ 

（４） イ （２９） イ （５４） イ （７９） イ 

（５） イ （３０） エ （５５） イ （８０） ア 

（６） エ （３１） イ （５６） エ （８１） エ 

（７） イ （３２） ウ （５７） イ （８２） ア 

（８） エ （３３） エ （５８） エ （８３） ウ 

（９） エ （３４） イ （５９） イ （８４） ウ 

（１０） ア （３５） エ （６０） イ （８５） イ 

（１１） イ （３６） ウ （６１） エ （８６） ア 

（１２） ウ （３７） ア （６２） ア （８７） イ 

（１３） ウ （３８） ウ （６３） イ （８８） ア 

（１４） ウ （３９） ウ （６４） ウ （８９） イ 

（１５） エ （４０） イ （６５） イ （９０） イ 

（１６） エ （４１） イ （６６） エ （９１） エ 

（１７） ア （４２） ア （６７） ウ （９２） ア 

（１８） ウ （４３） ア （６８） イ （９３） エ 

（１９） エ （４４） イ （６９） ウ （９４） ウ 

（２０） ア （４５） イ （７０） ア （９５） イ 

（２１） エ （４６） ウ （７１） エ （９６） エ 

（２２） エ （４７） エ （７２） エ （９７） エ 

（２３） ウ （４８） エ （７３） イ （９８） イ 

（２４） イ （４９） ウ （７４） ウ （９９） イ 

（２５） ウ （５０） エ （７５） ウ (１００) ア 

 






